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NECAB3

NECAB3; APBA2BP; NIP1; SYTIP2; XB51; N-terminal EF-hand calcium-binding protein 3;
Amyloid beta A4 protein-binding family A member 2-binding protein; Nek2-interacting
protein 1; Neuronal calcium-binding protein 3; X11L-binding protein 51
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ニューロン特異的X11様タンパク質（X11L）のアミノ末端ドメインと相互作用し、非競合的機構を介してX11Lとアミロイド前駆体タンパク質の会合を阻害し、X11Lによるβアミロイド産生抑制を解除する。このタンパク質は、X11Lと共に、アミロイド前駆体タンパク質代謝およびβアミロイド産生の制御系において重要な役割を果たす可能性がある。このタンパク質は、NIMA関連発現キナーゼ2によってリン酸化され、ゴルジ体に局在する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2008年7月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在すると思われる。一部のアイソフォームについては実験的確認が不十分な場合があります。,機能：APBA2とβアミロイド前駆体タンパク質（APP）の相互作用を阻害し、βアミロイドの形成を促進します。,PTM：NEK2によってリン酸化されます。,類似性：ABMドメインを1つ含みます。,類似性：EFハンドドメインを1つ含みます。,サブユニット：APBA2のN末端ドメインと相互作用します。NEK2と相互作用します。,組織特異性：心臓と骨格筋で強く発現し、脳と膵臓で中程度に発現します。,
	研究分野
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	NECAB3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NECAB3抗体を用いたHepG2、COLO、HT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	APBA2BPポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

